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沖縄に生まれた共通語（文法編）

志永田 高

１．はじめに

現代日本社会は国内においては中央集権化、均一化しつつあり、地域の独立、特異`性が失

われつつある。国際的には日本経済が世界で力を持ちつつあるのにつれ、帰国子女、在留外

国人の増大が顕著である。日本社会の変化が当然言語の面においても影響を与え、方言の消

滅、マスコミニュケーションによる流行語の全国的な拡散、共通語の加速的一般化、外来語

の氾濫、日本語の国際化等が現代日本語に押し寄せている問題といってよい。このように考

えると、日本語はかってないほどの歴史的な変化を被りつつあるのではなかろうか。

この論文では、沖縄の共通語化に焦点を当ててみた。日本における共通語化を考えるに当

たって、大きく三つに分けることができると思う。一つは、本土における共通語化(1)であ

る。本土方言は、それぞれの独自性を長く保ってきたというものの、全国共通語と異なると

ころが少なく共通語との相互理解が可能で、共通語と方言の二言語併用が容易であり、共通

語化は徐々に進んできた。共通語を蒸留水、各地の方言を溶解性のある硫酸、塩酸、アンモ

ニアに例えると、本土各地の共通語化は、方言という硫酸、塩酸等の物質に共通語という蒸

留水が加えられ、蒸留水の割合が年々高くなり、溶解が時代と共に蒸留水となりつつある。

二つには、北海道の共通語化(2)である。北海道は移民の土地であり、各地の方言が移入さ

れ、相互理解のために共通語を基盤に北海道共通語というものが確立された。それぞれ、硫

酸、塩酸、アンモニアを各地の人々が持ち寄り蒸留水を混ぜ合わせ独特の溶液を作り出した。

最後に、沖縄の共通語化である。沖縄方言は、かつては日本語と異なった言語であると考え

られてきた歴史が示すごとく、相互理解が不可能で、まず、共通語を外国語のように学習す

る必要があった。そして、沖縄方言の影響を受けた共通語を急速に確立していった。沖縄方

言は、油という溶解性のない物質で、言語生活においては、油は油、水は水というように用

途に応じて使い分けてきた。このように、日本語の共通語化は三つに分けることができる。

それでは、必要に応じてつくられた、沖縄の蒸留水はどのような特`性を持っているのであろ

うか。それに対する疑問を解決していこうというのがこの論文の目的である。

まず、日本語は沖縄方言と本土方言に二大区分されるということに関して学界の意見は一

致している。そして、沖縄方言と本土方言とは、服部四郎氏の言語年代学的測定(3)によれ

ば「今から約1450年前ないし1700余年前」に分岐したと考えられ、現在では本土方言話者に

は沖縄方言は理解不可能になっているといっても過言ではない。しかし、沖縄においても、
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廃藩置県以降、共通語教育(4)が普及し、現在では方言は消滅の危機に面し、沖縄方言学者

の間では、方言資料採集の急務が叫ばれているのが現状である。しかし、共通語化が盛んで

あるといっても、沖縄において使われている共通語は、全国共通語とは少々異なり、沖縄で

はウチナーヤマトグチ（沖縄大和ロ）と言われ、奄美ではトン普通語と呼ばれる地域共通語

的性格を有する言語となっている。また、沖縄内でも、各地で使われる地域共通語が異なり

話者の出身地が推察できるほど、それぞれの特異性を有している。共通語が移入ざれ約１００

年になり、最初、この地域共通語は、あくまで外部者に対してや、公式場面でのみ使われる

公式言語であったが、現在では、老・中年層では沖縄方言とこの地域共通語を場面、聞き手

等によって使い分けており、若年層は沖縄方言を理解せずこの地域共通語を母語として話し

ており、沖縄方言が消滅しつつある現状では、この地域共通語が将来唯一の沖縄の方言とな

ることが予測され、筆者は在来の方言を旧方言、新しい方言を新方言と名付けたい。

それでは、はたして沖縄新方言とはどの様な言語的特徴を有する言語であろうか。沖縄旧

方言を基層にして、その上に全国共通語が移入きれて二言語併用(5)からつくられた接触言

語(6)であることに関しては問題点はない。沖縄新方言を二言語併用上の対照言語学的な面

からみていくことにする。この論文では、文法的な側面に焦点を当てていくことにする。

かつて、筆者は与那国において、共通語化の過程を音韻、文法、語彙の総合的な面から調

査し修士論文(7)にした。含むべき問題点が余りに大きくなりすぎ、全体像はつかめたが、

詳しい点については分からないという不満が残っていた。今回は、文法に焦点を紋り考察す

ることにした。しかし、沖縄方言は、各島において大きく異なり一つの島を調査したといっ

ても、沖縄の共通語化の文法的側面はこのようであるとは即断できない。今回は、1987年８

月、西表島柤納、1988年３月、奄美大島戸口、宮古島平良、石垣島石垣の調査の報告である。

なお、沖縄本島那覇市においても同様の調査を計画したが、那覇では、人口の移入、移出が

頻繁であり、出身地によって、また、教育程度、職業、階層等の属,性によっても使われてい

る新方言にばらつきがあり、誰をもって那覇新方言の話者とすべきかに問題が残り、今回は

調査を断念した。那覇においては、本州の大都市、東京、大阪と同様の大量調査の必要が有

ろう。調査表としては、国立国語研究所の「方言文法の全国調査のための準備調査表

（1977)」「表現法の全国調査のための準備調査表（1977)」を参考にした。

２．西表島柤納

西表島は、先島の中の八重山群島の中の石垣島の離島であり、本来は星立、柤納、白浜、

船浮の村落だけが広い西表島に存在した。祖納はその－つである。柤納旧方言は沖縄語辞典

(8)によると、琉球方言の中の、先島方言群の中の八重山群島方言に属する方言である。宮

良当壮氏(9)によると、柤納は石垣島石垣から移民によって構成されているとあり、言語的

にも石垣方言と近いと思われる。
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調査は、1987年８月、那根弘（明治44年生まれ）宮良全作（大正３年生まれ）前大用安

（大正13年生まれ)、宮良用範（昭和26年生まれ）の各氏に御協力頂いた。那根弘、宮良全

作両氏の新方言を中心に、前大用安、宮良用範両氏の新方言は参考という形で提示したい。

２．Ａ西表島祖納の言語生活

まず、西表祖納の共通語化に関する言語生活を概観すると、明治23年に西表簡易小学校が

設立され、共通語教育が始まったと思われる。また、共通語化に大きな影響を与えたのは炭

坑の存在である。明治18年に炭坑採掘事業が始まり、本土からの人々が移入してきて、共通

語に接する機会が与えられた。児童達は本土出身の児童と交流し、また、大人達も魚、米の

行商を通じて交流を行った。大正12年度の西表全島の戸数人口調査表によると、

部落名

西表

上原

崎山

沖縄炭坑

琉球炭坑

先島炭坑

戸数

１７２

２０

３１

８５

１９９

１２

人口

８１７

７６

１４２

４３４

９６６

５２

計 519 2487

とあり、炭坑の人の全てが本土出身とはいえないが、島内住民の半数以上が外部移入者で

あった。いま、西表島は、沖縄の中で最も共通語化の進んだ土地といわれている－つの原因

はここにあろう。現在では、進学、就職のため本土との行き来を行い、また、観光事業のた

め本土の観光客が来島し、また、テレビの普及により益々共通語化が進んでいる。

２．Ｂ西表祖納新方言の文法

２．Ｂ・Ｉ動詞

ア）活用

全国共通語では、活用が五段、上一段、下一段、力変、サ変と区別があるが、祖納旧方言

では平山輝男氏他(1o)によると、上一段、下一段動詞が基本語幹ではｒを含む語幹のみが存

在し、終止語幹と命令語幹に二つの形があり、ｒを含む語幹が新しく用いられるようになり、

ラ行五段化し、五段動詞に統合されつつある。新方言を五段、上一段、下一段、力変、サ変

の以下の五つの活用形に分けて見てみると、以下のようになる。
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従来の学校文法の活用形に志向形を加えた。五段、上一段、下一段の活用形には、ウを接

続し、「書こう」、「起きろう」、「寝ろう」のように、力変、サ変には、ウ、または、ヨウを

接続し、「きよう」、「こよう」、「せよう」、「しよう」「しろう」のように活用する。

力変、サ変の未然形は、否定のン、ナイが接続し、「きない」「こん」にない」「しない」

「せん」「せない」のように活用する。

上の表を見ると、活用が統合していることが見てとれる。上一段活用と下一段活用がラ行

五段化の傾向を示し、五段活用に統合しつつある。上一段活用の「見る」を例にとれば、未

然形は否定のンを付けて「見らん｣、連用形は「見て｣、終止形は「見る｣、連体形は「見る

時｣、仮定形は「見れば｣、命令形は「見れ｣、志向形は「見ろう」のように、ラ行五段化が

進行している。連用形が「見りて」になれば、完全に五段化してしまう。力変、サ変が一段

化の傾向を示す。力変は、未然形「きない｣、仮定形「きれば｣、志向形「きょう」、サ変は、

未然形「せん｣、仮定形「せれば｣、命令形「せれ｣、志向形「せよう」となる。

イ）授受動詞

旧方言では、

私が友達に本をやった。banduduJitiJumutJiba9ida

友達が私に本をくれた。duJidubantiJumutJiba9ida

－１４１－
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（｡ｕは係助詞、ｔｉは格助詞二、ｂａは格助詞ヲ）

というように、やり手からもらい手に物を渡す行為は、Cirｕを用いて表現している。しか

し、全国共通語では、話者ともらい手が同一のときは「くれる｣､同一でないときは「やる」

という語を用いる。新方言では、「やる」「くれる」という関係語の区別は習得している様子

である。しかし、「友達が私に本をやった」という使い方を子供のときに使っていた、聞い

たことがあると報告されており、かつては区別がなかったようである。

ウ）移動動詞

１日方言では、聞き手の所へ話者が移動するとき、聞き手を中心に、ｋｕ（来る）を使う。

全国共通語では、話者を中心に「行く」を使う。新方言では、「行く」と「来る」は併用さ

れている。しかし、ほとんどの人は全国共通語では「行く」を使うと意識している。

２．ＢⅡ形容詞

旧方言では、形容詞は「語幹十さあり」というように形成され、「あり」で活用している。

平山輝男氏等('0)によると、「高い」は以下のように活用する。

語幹未然連用終止連体条件過去

tahas．‐ara‐ａ‐aｉ‐aｉ‐akkaakta

‐ａｎａｒｕ

新方言では形容詞は以下のように1舌用する。

接続

-ati
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例

高
、し

め
ず
ら
し
い

語
幹 た

力。

め
ず
ら
し

未
然 × ×

連
用 〈力。

つ

〈力。

つ

終
止 し､ レコ

連
体 レミ レコ

仮
定

け
れ

け
れ

Hosei University Repository



全国共通語のように未然形の「高かろう」、「めずらしかろう」が存在せず、新方言では後

で述べるように推量は「はず」を付け、「高いはず｣、「めずらしいはず」と言い、「かろ」は

欠落している。旧方言の影響で「あり」の活用を残し、「めずらしくある｣、「めずらしくあ

るなら」という使い方が残っている。

２．８m形容動詞

全国共通語では形容動詞があり、本来、｜日方言には形容動詞は存在せず、現在どのような

形が用いられているか関心のあるところであるが、日常生活では、形容動詞は一般に用いず、

他の語彙で代用している。しいて、「静かだ」と「きれいだ」を聞いたが、「静かだ」は「静

かだＩまず」（静かなはず）「静かって」（静かだって）「静かかった」（静かだった)、「きれい

だ」は「きれ〈ある」（きれいである）「きれ〈あった」（きれいだった）と形容詞と混同し、

形容動詞は品詞として充分独立していない。

２．Ｂ，Ⅳ助動詞

ア）可能

旧方言には、能力可能と状況可能の区別が以下のように存在する。

（うちの子供は大きいので、一人で服を）着ることができる。kiJiJin

（この服は小さいが、まだ）着ることができる。kisarisu

新方言においても、着ることができるは、能力可能は「きりきれる」で、助動詞としてはキ

レル、状況可能は「きれる」で、レルを使って区別を保っている。キレルという語について

は、全国共通語の「～し尽くす」（明日までには読みきれる）という意味の「きれる」から

の借用か、当時九州からの炭坑移民が多く、九州方言からの借用か二つの可能性が考えられ

る。しかし、九州方言では、キルで能力可能を表す地域はあるが、キレルはない。また、レ

ルで状況可能を表す地域もない。そうすると、キレルは全国共通語からの借用と考えた方が

良さそうである。この様に、共通語、他地方の方言に類似する語を当てはめて能力可能と状

況可能を区別しようとしている。共通語化の進行していくなかで、本来の方言での区別は保

とうとする姿に、新方言に残る本来の方言の影響の強さを感じさせる。

イ）否定

旧方言では、

書かないkakan

のように、を付属させる。新方言では、「書かん」（書かない)、「食べん」「食くらん」（食

べない）のようにンを付ける。全国共通語のナイも使うが、親しい場面ではンの方が一般的

で、旧方言の影響が残ったものである。

－１４３－
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ウ）推量・伝聞

全国共通語では、同じ推量でも、伝聞、様態、想像のどれによって推量するかによって語

を区別している。旧方言では、どれについても

書くだろうkakuhatJi

のようにhatJiを付属きせて用いる。新方言では、「行くはず」（行くだろう)、「高いはず」

（高いだろう)、「静かだはず」（静かだろう)、「鳥だIまず」（鳥だろう）のように、ハズを動

詞、形容詞、形容動詞の終止形に、また名詞プラス断定の助動詞「だ」に付属させて用いる。

注意すべきは全国共通語の当然、義務、予定の「はず」と異なり、主観的推量を表す。伝聞

による推量「～らしい｣、「～だそうだ｣、様態による推量「～のようだ｣、「～そうだ｣、想像

による推量「～だろう」にでも、ハズを用いる。しかし、中・若年層は、伝聞には、「高

いって」のように形容詞の終止形に、「静かって」のように形容動詞の語幹に、「雨って」の

ように断定の助動詞「だ」を接続せずに名詞にそれぞれツテを接続して用いる。

エ）意志・勧誘

全国共通語では、五段活用動詞には「う」、その他には「よう」を付属させるが、旧方言

では、

書こうｋａｋａ起きようukiraしようｓａ：来ようｋｕ：

のように、五段活用、上一段、下一段動詞にはａ、サ変動詞にはａ:、力変動詞にはｕ:を付

属させる。新方言でも、五段、上一段、下一段の志向形にウ、サ変、力変には志向形にウ、

またはヨウを付属させて、「書こう｣、「起きろう」、「寝ろう」、「しろう」、「しよう｣、「せよ

う」「きよう｣、「こよう」のように用いる。年長層は親しい間柄では「起きろう」、公式場面

では「起きよう」というように場面で使い分けているが、若年層は、自分の意志で独り言を

言う時には「起きよう」、他人を促す時には「起きろう」との意味の使い分けに変化してい

る。共通語化の－歩進んだ姿であろう。

オ）義務

「～なければならない」は、旧方言では、

行かなければならないihanakkaranaran

しなければならないｓａ：nakkaranaran

というように、nakkaranaranを用いる。新方言では、「行かなければならない」は、「行か

んとならん」のように、ントナランと使う。

力）願望

全国共通語では、「～たい」と助動詞で形容詞活用を行うが、旧方言では、

書きたいkakissai

とssaiが形容詞活用を行う。新方言では、動詞の連用形にタイを付けて用いる。しかし、

タイは形容詞に準じて、「行きたくある」「行きたくあった」「行きたくあれば」のように用
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いる。

キ）アスペクト

全国共通語では継続態と結果態の区別がないが、旧方言では以下のように区別がある。

「雨が降っている｡」は、fuibu

「雨が降っていた｡」は、fuibureru

となる。

結果態は、雨が降って道が濡れているのを見て、雨が降っていた状態が結果として残って

いる時に用いる。新方言でも、継続態は「降っている｣、結果態は「降ってある」のように、

テイルとテアルで区別を示す。単に継続動詞だけでなく、「死ぬ」という瞬間動詞でも、死

んでいるのを発見した驚きを表し、「死んである」を使っている。本永守靖氏('１)によると、

沖縄本島では過去に第三者の行為を見て、その事実を報告するのに「読みよった」（読んで

いた）のようにヨッタと用いるらしいが、柤納新方言ではこの用法もまた「読んであった」

とテアルであらわす。全国共通語で、「この茶碗はもう洗ってある」という動作の完了、「看

板が出してある」という結果の状態等を表す「てある」を用いていることからの借用であろ

う。しかし、新方言における結果態の表現する意味分野は全国共通語の意味分野より大きく、

語を借用しただけであろう。沖縄でも旧方言の結果態の表す意味分野が各地で異なり('2)、

新方言もそれに応じて各地で異なっている。旧方言でのアスベクトの区別を新方言でも残そ

うとする。

ク）過去

全国共通語では、動詞の連用形に「た」を付ける。旧方言では、

起きた行ったihjanukida

のように、語幹にita-ida又はjanを付ける。新方言でも「行った」のようにタを用いる。

ケ）受身

全国共通語では動詞の未然形に「れる｣、「られる」を付けて表現する。旧方言でもｒin‐

rirun-rarinrarirunを用いるが、他動詞にのみ受身形は用いられ、自動詞の受身、いわゆる

迷惑の受身は存在しない。例えば、「孫に先に起きられる」等は、表現上存在せず、

孫が先に起きたmaduJitariukida

という。新方言でも動詞の未然形にレル、ラレルを付けて表現するが、迷惑の受身は存在し

ない。単純に「孫が先に起きる」を用いる。しかし、若年層は迷惑の受身も使うようになっ

ている。

．）使役

全国共通語では、五段可ナ変動詞の未然形に「せる」を付けて、その他の活用の動詞には

「させる」を付けて表現する。１日方言では、

起きさせる書かせるkakaJimiruukuJimiru
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のようにJin-Jimiru-Jimirunを付け、五段と上一段、下一段の区別がない。動詞の活用の統

合化によって全国共通語と接続が異なる。新方言ではサ変以外は動詞の未然形にスを付けて

表現する。「起きる｣、「来る」は、サスを併用している。

ここでも、上一段・下一段活用はラスとなり、ラ行五段化している。

２．Ｂ、Ｖ助詞

ア）格助詞の省略

新方言では、主格を表す「が」（花が咲いた)、到着点を表す「に」（東京に行く）、目的格

を表す「を」（酒を飲む）は、省略されることが多い。全国共通語でも、「に」以外は省略さ

れることがあるが、旧方言では省略されるのが普通である。

イ）係助詞の「が」

注目すべきは、強調のガの使用である。１日方言では、係助詞の。ｕが存在し、

御酒を飲む ｇｕ:Ｊｉｄｕｎｕｍｉ

というように、対比、強調の意味で使われる。しかし、全国共通語では、「ぞ」が存在せず、

新方言では、最も対応するガで代用する。例えば、

ビールは飲まないが、酒は飲む。

'よ、

ビールは飲まないが、酒が飲む。

というように用いる。これは、「酒ぞ飲む」から「酒が飲む」というように用いられたもの

である。また、にこにがある」というように、「ここに」を強調して用いる。筆者(7)が、

かつて与那国で調査した時は、「私がが行く」というように、ガを重複して用いるロ

ウ）移動手段の「から」

全国共通語では、移動手段は「船で来た」というように「で」で表すが、新方言では「船

から来た」というようにカラを用いる。旧方言では、
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種類 例 使役

五段 行く

書く

いかす

かかす

上一段 起きる
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おきらす.おきさす

みらす

下一段 寝る

開ける

ねらす

あけらす

サ変 する させる

力変 来る こらす・こさす
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船で来たのuniradukita （raduはｋａｒａｄｕ）

というように用い、「東京から来た」もｔｏ:kjo:ｒａｄｕｋｉｔａと使う。起点を表す「から」と意

味分野が近く、語形が一致するためにこのように用いる。

エ）仮定条件の接続助詞

「ば」と「なら」と「たら」について、全国共通語では、田中章夫('3)によれば、「『たら』

の方は、前件が成立するか否かに表現の主眼がある言い方であり、『から』の方は、どちら

かというと前件が成立した場合の結果に表現の中心がある」のように、「ぱ」と「なら」と

「たら」は置き換え可能な用法もあるが、全ての場合に置き換えられるわけではない。旧方

言では、

起きればｕｋｉｒｊａｄｕ

と使い、ｊａのみで、「ば｣、「なら｣、「たら」の区別がない。新方言では、全部が同じように

用いられ、「もっと早く起きるならよかった」というように、タラ、（を用いる時にも、ナ

ラを用いている。

オ）禁止の終助詞

旧方言においては、

書くなkakina

のように、ｉｎａが接続し、終止形に接続していないように見えるが、平山輝男氏他('o)によ

れば、音韻変化を起こしただけで、全国共通語と同じく終止形に接続している。新方言でも、

ナを用いる。

力）疑問の終助詞

旧方言においても、

誰かtakka

と、全国共通語と同様に用言の終止形、体言に接続し、新方言においても、「誰か」のよう

に、力を用いる。

キ）終助詞の「わけ」

新方言では、「どこに行くわけ」というように終助詞としてワケが使われている。首里方

言を記載している沖縄語辞典(8)によると、baaが接尾辞として「わけ。理由。caarubaaga

どういうわけか｡」という例が載せられている。中本正智氏の御教示によると旧方言では

baaが終助詞化しており、新方言においてもｂａａを「わけ」と翻訳し、終助詞として用いた

ものである。

３．奄美大島戸口

「沖縄語辞典｣(8)による分類によると、琉球方言は、奄美・沖縄方言、先島方言、与那国

方言と下位区分され、奄美大島本島は、奄美・沖縄方言に所属する。戸口は本島の北東部の
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海岸沿いに位置する村落であり、本島方言の中で北部方言に区分きれている。奄美大島にお

いても沖縄と同様、在来方言は本土方言と大きく異なり相互の理解はほとんど不可能である。

沖縄と異なるのは、1609年の島津氏の琉球侵攻以降、薩摩藩に直轄され、鹿児島方言の影響

を受けたことも予想されるが、それを裏付ける資料がない。

調査は、1988年３月、武義辰氏（昭和２年生まれ)、久保正道氏に御協力頂いた。なお、

この記述は武義辰氏の新方言を中心に行う。

３．Ａ奄美大島戸ロの言語生活

奄美においての最初の共通語との接触は学校教育を通じてである。当時は、共通語は教室

においてのみ使われ、それ以外の言語生活は方言を通じて行われていた。従って、共通語は、

外国語教育のような方法で学習されていた。しかし、第二次世界大戦中、男は兵士として他

の本土出身者達と交流を行い、共通語を生活語として学習し、男の方が女より共通語が旨く

話せた。共通語と方言は場面によって使い分けられ、彼らの話す共通語はできる限り共通語

に近付けようとするが、仕方なしに方言の影響の残る言葉であった。それが、現代、６５歳以

上の人々の言語生活であった。昭和20年終戦と同時にアメリカ軍の占領下におかれ、共通語

化が遅れたことが予想される。しかし、昭和28年の本土復帰以降、共通語化が急速に進んだ。

特に、テレビ等のマスコミの影響を通して共通語化が進むと同時に、１日方言を話せない世代

が育ち、共通語化した旧方言、ここで言う新方言が第一言語としての力を持ち始めた。倉井

則雄氏('4)は、戦後、新方言が言語として使われるようになり、新方言に対し「トン普通語」

（注１）という名称が一般化し出した事実を述べ、「トン普通語」が使われる理由を、ａ共

通語を知らない場合、ｂ・共通語を知っていてもうっかり使ってしまう場合、ｃ,共通語を知っ

ていてもわざと使う場合と三種類の分析している。特に、ｃのわざと使う場合には地域社会

の仲間意識を示す生活語としての機能を述べている。有識者からは「トン普通語」と蔑視さ

れる新方言が、最近の中・高校生の間では、積極的に方言語彙を取り入れ、より確立した言

語となりつつある。復帰を境に、新方言がピジン（pidgin）からクレオーレ（creole）に成

長したと考えられる。そして、教育を受けた若い世代では、新方言と共通語を場面によって

使い分けることが可能であるものも数少なくない。
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３．Ｂ奄美大島戸ロ新方言の文法

３．Ｂ、Ｉ動詞

ア）活用

旧方言の動詞は、共通語の四段と上一段、下一段の動詞がほぼ同じ活用をし、活用の統一

化が顕著である。寺師忠夫氏('5)は、奄美旧方言の動詞変化は、一般的には、

未然連用終止連体仮定命令志向

一aｎ‐ｉｊｕｎ‐jun‐１‐１＿ｏ

例読む

ｊｕｍａｎｊｕｍｉ ｊｕｍｊｕｎｊｕｍｊｕｎｊｕｍｌ ｊｕｍｌ ｊｕｍｏ

となり、弱変化をするのは、ａｎ（有る）ｉｊｕｎ（言う）ｋｊｕｎ（来る）ｎｊｕｎ（見る）

woｎ（居る）が全てであると述べている。

新方言の動詞の活用は以下の通りである。

ここでは、従来の学校文法の活用形に志向形を加えた。五段、上一段、下一段、サ変の活

用形には、さらにウを接続し、「書こう」、「起きろう」、「寝ろう」、「すろう」のように、力

変は、「こよう」のようになる。
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未然形は、「書かん｣、「起きらん」のように、ンを接続させる。語彙により音便形が発達

していない。促音便の「散った」「散っている」を「散りた」「散れている」と言う。上一段、

下一段動詞が、ラ行五段化しているのが見て取れる。上一段の「起きる」を例に取ると、

「起きらん｣、「起きます｣、「起きる｣、「起きる時｣、「起きれ」（起きろ)、「起きろう」（起き

よう）となり、連用形のみが例外であるが、武義辰氏によると、若年層は「起きります」と

連用形にまでラ行五段化が進行している。また、倉井則雄氏('4)によると、「見ります｣、「着

りなさい｣、「出ります」とう行五段化が、上一段、下一段動詞の全てに若年層では進行して

温り、サ変動詞も「せらん」（しない)、「します｣、「する｣、「する時｣、「すれば｣、「せれ」

（せよ)、「せろう」（しよう）とう行五段化の道を進んでいる。若年層ではクレオーレ言語

の特徴である活用の統一が進み、新方言がピジンからクレオーレ化しているのが分かる。

イ）授受動詞

全国共通語では、話し手ともらい手が同一のときは「くれる｣、同一でないときには「や

る」と話し手の立場によって表現が変わるが、旧方言では、「私が友達に本をやった」の

「やった」も「友達が私に本をくれた」の「くれた」も、やり手からもらい手に物を渡す行

為は、kurjunで表し、新方言でも、「私が友達に本をくれた」と表現し、旧方言の表現法を

そのまま継承している。なお、「友達から本をもらった」は、旧方言でも、morajunで、新

方言でも全国共通語と同様に「もらう」を使う。

ウ）移動動詞

旧方言では、聞き手の所へ話し手が移動するときには、聞き手を中心に、ｋｊｕｎをつかい、

共通語では話手を中心に「行く」を使う。新方言でも、「私もすぐ来るから」と「来る」を

使う。

３．日Ⅱ形容詞

旧方言の形容詞は、寺師忠夫氏('6)によると、

未然連用終止連体

ｋｕｓａｓａｓａｎ

と活用する。

新方言では形容詞は以下のように活用する。

仮定

●●

ｓａｒｌ

全国共通語のように未然形の「高かろう」、「めずらしかろう」が存在せず、新方言では、

「かろ」は欠落している。若年層ではク活用とシク活用の区別がなく、ク活用に統一してい

る。例えば、「珍しい」は「むずらい」と使う。旧方言では、形容詞は、名詞に「ある」を

付加し、「暑い」は「暑さがある」と造語する。倉井則雄氏('4)によると、新方言の形容詞を

造語するには、旧方言のatJisaの「さ」を「い」にかえ「暑い」を生成すると共通語と同じ
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になることから、「珍しい」も旧方言でmuzirasaというので「むずらい」という形容詞を造

語する。この造語法も、若年層にのみ存在し、武義辰氏の世代では、共通語をそのまま受け

入れていたが、世代が下がるにつれ、新方言が確立した言語として成長し独自の造語法を持

ちだしたものである。

３．日Ⅲ形容動詞

全国共通語では形容動詞が用いられているが、本来、旧方言には形容動詞が存在せず、現

在どの様な形が用いられているか関心のあるところであるが、形容動詞は形容詞と混同して

いる。方言の類似する形容詞の語彙から活用させ、例えば、「きれいだ」は、旧方言の

kjorasaの「さ」を「い」にかえ「きょらい」と用いる。共通語の「きれい」を用いるとき

にも、「きれ〈ない」（きれいでない)、「きれ〈なる」（きれいになる)、「きれかつた」（きれ

いだった)、「きれいの本」（きれいな本）というように用いる。

３．Ｂ，Ⅳ助動詞

ア）可能

旧方言には、能力可能と状況可能の区別が以下のように存在する。

（うちの子供は大きいので）泳ぐことができるogikirirjun

（この池はきれいなので）泳ぐことができるogarm
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新方言においても、泳ぐことができるのは、能力可能は「泳ぎきれる」で、助動詞としては

キレル、状況可能は「泳げる」で、エル、レルを使って区別を保っている。キレルという語

については、全国共通語の「～し尽くす」（明日までには読みきれる）という意味の「きれ

る」からの借用か、旧方言では、kirjun（切る）という動詞が助動詞化して可能の意味を表

すようになったもので１日方言からの写し替えか、薩摩藩の直轄下に置かれたことから鹿児島

方言の影響の三つの可能性が考えられる。寺師忠夫氏('6)は、鹿児島方言からの借用であろ

うと説いているが、能力可能にキレルという用法は、沖縄全島の新方言に使われており、沖

縄では旧方言でキレルとは言わないことを考えると、キレルという語が共通語からの借用で

ある可能性が強い。共通語化の進行していくなかで、本来の方言での区別は保とうとする姿

に、新方言に残る本来の方言の影響の強さを感じさせる。

イ）否定）

旧方言では、

書かないkakan

のように、を付属させる。新方言では、「食くらん」（食べない）のようにンを付ける。全国

共通語のナイも使うが、親しい場面ではンの方が一般的で、旧方言の影響が残ったものであ

ろう。

ウ）推量・伝聞

旧方言では、共通語と同様、同じ推量においても、他人からの伝聞、主観的な想像、様態

を見ての予想によって、以下のように区別がある。

伝聞tasaitJi（高いそうだ）

想像ｔａ:sadarun（高いだろう）

様態tasagesari（高いそうだ）

新方言でも、伝聞は「高いつち｣、想像は「高いだろう」、様態は「高そうだ」と同じ区別を

残す。

エ）意志・勧誘

全国共通語では、五段活用動詞には「う」、その他には「よう」を付属させるが、旧方言

では、

書こうｋａｋｏ起きようukiroしようＪｉｒｏ来ようkjuro

のように、全ての動詞にｏを付属させる。新方言でも、五段、上一段、下一段、サ変には志

向形にウを付属させて、「書こう」、「起きろう」、「寝ろう」、「すろう」のように用いる。年

長層は、自分の意志で独り言を言う時には、「起きよう｣、他人を促す時には「起きろう」と

意味の使い分けがある。旧方言からの活用は「おきろう」で、そこに共通語の「おきよう」

が導入され、意味の変化に発展したものであろう。しかし、若年層では、共に、「おきろう」

に変化している。

－１５２－
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オ）義務・当然

「～なければならない」は、旧方言では、

行かなければならないikimaje

というように、imajeを用いる。寺師忠夫氏('7)によると、義務や論理的必然を表すのに、旧

方言では「－イマヱ」（動詞連用形十マヱ／－imaje／）を用いる。新方言では、「行かなけ

ればならない」は、「行きまい」のように、マイと使う。共通語の否定の意志「行くまい」

の「まい」には、新方言では「行かんど」と使い、「まい」を使わず混乱はない。

「～はずだ」は、１日方言では

行くはずだitJunhazI

というように、hazIを用いる。新方言では、「行くはず」のように、ハズを使う。

力）願望

全国共通語では、「～たい」と助動詞で形容詞活用を行うが、旧方言では、

書きたいkaki?tJasa

と？tJasaが形容詞活用を行う。新方言では、動詞の連用形にタイを付けて用いる。しかし、

タイは形容詞に準じて、「行きたくはある」「行きたくする」（行きたがる）のように用いる。

キ）アスペクト

新方言では報告態もしくは回想態とでも言うべきアスベクチュアルな区別が残っている。

「昔はよくこの辺では雨が降ったなあ」を回想をして「降りよった｣、「あの人は上手に字を

書いていたよ」を他人に報告するのに「書きよった」とヨッタを用いる。過去の継続的動作

の回想、あるいは、報告という意味で使われる。旧方言では、動詞連用形十をり（wUn）＋

過去（ta）と分析されるアスペクトである。

旧方言では寺師忠夫氏('5)によると、

継続態読んでいるjudUn←judI＋ｗＵｎ

結果態読んであるjudan←judl＋ａｎ

と、区別が残っていると記述きれているが、武義辰氏には、１日方言においてもその区別が明

確には残って居らず、新方言でも区別はしていない。生塩睦子氏('2)による伊江島方言、ま

つもとひろたけ氏('2)による喜界島大朝戸方言の報告にも結果態と継続態の区別がなくなり

つつあることが記されており、戸口方言においても武義辰氏の世代では失われたものであろ

う。継続態は、新方言では「降ってる」（降っている）「散れてる」（散っている）とテルで

表す。結果態はテイタと継続態十過去で表す。

ク）過去

全国共通語では、動詞の連用形に「た」を付ける。旧方言では、寺師忠夫氏('5)によると、

過去形は語基部の形によって、kasa←kakjun（書く）の様に-sa、tuta←turjun（取る）の様

にta、kada←kamjun（食べる）の様に-.a、ka2tja←ka2tjun（勝った）の様に-2tjaと変わる。

－１５３－
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新方言では「行った」のように夕を用いる。語彙により音便形が発達していない。促音便の

「散った」「散っている」を「散りた」「散れている」と言う。

ケ）受身

全国共通語では動詞の未然形に「れる｣、「られる」を付けて表現する。旧方言でも、ａｒｌｎ

を用いる。他動詞にのみ受身形は用いられ、自動詞の受身、いわゆる迷惑の受身は存在しな

い。例えば、「孫に先に起きられる」等は、表現上存在せず、「孫が先に起きた」という。新

方言でも動詞の未然形にレル、ラレルを付けて表現するが、迷惑の受身は存在しない。単純

に「孫が先に起きる」を用いる。

．）使役

全国共通語では、五段、ナ変動詞の未然形に「せる」を付けて、その他の活用の動詞には

「させる」を付けて表現する。１日方言では、

書かせるkakasjun 着させるkisasjun

のように、ｓｊｕｎを付け、五段と上一段、下一段の区別がない。動詞の活用の統合化によっ

て、全国共通語と接続が異なる。新方言では、五段、サ変は動詞の未然形にスを付けて、上

一段、下一、力変はラスを付けて表現する。これもラ行五段化によって連用形をラまで含め

ると、全ての動詞の連用形にスを付けると解釈できる。

３．ＢＶ助詞

ア）格助詞

「東京に行く」というような方向を示す「に」が、「東京ち行く」とはうように、チにな

る。

「遊びが行く」「見が行く」というように、全国共通語では、「に」を使うところにガを用

いる。寺師忠夫氏(16)によると、１日方言では、動詞ikjun（行く）の目的を表す語が動詞から

派生した名詞に限り、aJibigaikjunというようにｇａを用いる。

－１５４－
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イ）移動手段の「から」

全国共通語では、移動手段は「船で来た」というように「で」で表すが、新方言では「船

から来た」というように用いる。旧方言では、

船で来たhunIhara2tja

というように用い、「東京から来た」もｔｏ:kjo:hara2tjaと使う。起点を表す「から」と意

味分野が近く、語形が一致するためにこのように用いる。

ウ）係助詞「ぱ」

新方言では、酒を強調して「酒を飲む」という時に、「酒ぱ飲む」というように、（とな

ることがある。旧方言では、目的格の助詞は一般には用いず、ｂａは強調の意味を持ち、係

助詞的な役割を持つ。

エ）接続助詞

新方言では、レバ、ダレバが接続助詞として使われている。順接の確定条件には、動詞に

も「するんだれば早くして欲しい」（するなら)、形容詞にも「低いんだれば」（ひくいなら)、

名詞にも「鳥だれば」（鳥なら）というように断定の「だ」をつけてダレバを用いる。順接

の仮定条件には、「早く起きればよかった」というようにレバを用いる。寺師忠夫氏('5)によ

ると、旧方言では、順接の確定条件には、

行けばわかるだろうikIbawakarjo

の様にｂａ、

読めないなら置いていけjumarannarlbausukl

の様にnarlba、順接の仮定条件には

雨が降らなかったら、行くのだったamlnufurantarlbaikjutambaのように、

tarIbaで区別している。

オ）禁止の終助詞

旧方言においては、

書くなkakuna

のように、ｕｎａが動詞の終止形に接続する。新方言でも、ナを用いる。

力）疑問の終助詞

旧方言においても、

誰かtakka 飲むかnjumukka

と、全国共通語と同様に用言の終止形、体言に接続し、新方言においても、「誰か｣、「飲む

か」のように、力を用いる。

キ）終助詞の「わけ」

終助詞として、「どこへ行くの」の「の」のような意味で、「どこへ行くわけ」というよう

に使われている。若い世代、特に女`性を中心に沖縄全体に使われているようで、那覇からの

－１５５－
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流行語として移入されたものであろう。

ク）強調の終助詞「が」

自分の意向を聞き手に押し付けるような言い方で、「酒飲むが」というようにガが用いら

れる。共通語では「飲むぞ」の「ぞ」に当てはまる。長田須磨・須山名保子・藤井美佐子諸

氏(18)には、旧方言でもこのｇａが同じように使われると記述がある。

ケ）終助詞「ぱ」

１日方言では、長田須磨氏他(18)には、旧方言で、ａ．「～したらどうか｣、ｂ，「～するった

ら」という意味でｂａが使われるとあり、新方言でも、同様に、ａ．「早く起きんば」（さあ早

く起きたら)、ｂ・「酒飲まんば」（酒を飲むぞ）というように用いられている。

４．宮古島平良

平良は宮古島の中で、空港も先島航路の停泊港をも持ち中心地である。しかし、宮古島は、

地理的には沖縄本島と先島観光の中心地石垣島との中間にあり観光の面でも、また、島内に

産業が乏しい関係もあり産業の面でも、外来者の移入が少ない。平良方言は、沖縄方言の中

の先島方言の宮古方言群に属する方言である。

調査は、1988年３月、下地美恵子（大正14年生まれ）大嶺政明（大正10年生まれ）東風平

紀子（昭和16年生まれ)、奥浜幸子（昭和24年生まれ）の各氏に御協力頂いた。ここでは、

下地美恵子氏の新方言を中心に記述することにする。

４．Ａ宮古平良の言語生活

共通語化については、明治15年に平良市の平良小学校において普通教育が始まり、明治２０

年には宮古島各地に小学校が設立された。明治38年には、皇民化教育の一貫として普通語奨

励が実施され、学校内での普通語（共通語）が義務づけられた。それに違反したものは罰と

して方言札を付けられ、その制度は戦後まで残った。しかし、共通語化は他の地域に比べて

遅れており、共通語が盛んに使われるようになったのは戦後であるといわれている。現代で

は、３０才ぐらいまでの若者達では、旧方言は理解は出来るが、使用するのは新方言である。

他地域と比べると、旧方言が使われる割合が高いので、新方言が充分に発達していず、沖縄

本島、特に那覇の新方言の表現が侵入しようとしている。

４．Ｂ宮古島平良新方言の文法

４．Ｂ、Ｉ動詞

ア）活用

旧方言については、平山輝男氏('9)によって詳しい調査がなされており、以下旧方言の記

述を氏の調査を基に述べていこう。平良旧方言では、動詞は活用の面で、五段、一段・二段、

－１５６－
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変格に分類が出来る。以下の通りである。

未然連用１接続形確定連用２連休命令終止２

志向条件形終止

書〈kakakakikaki：kakikaklkakIkakikakIm

見るｍｉ：ｍｉ：、i：、i:ｒｉｍｉ：ｍｉ:Ｉｍｉ:ｒｕｍｉｍ

するｓｕｓｉｓｉ：ｓｉａｓｌａｓｌａｓｓｕａｓｌｍ

くるｋｕ： klsiklsi：ｋｌｓｉｋｉｓｌｋＩｓＩｋｕ： klsIm

全国共通語では、活用が五段、上一段、下一段、力変、サ変と区別があるが、平良旧方言

では上一段、下一段動詞が、五段動詞と区別を定ち、ラ行五段化が進行していない。

新方言の活用を五段、上一段、下一段、力変、サ変の以下の五つの活用形に分けてみると、

以下のようになる。

従来の学校文法の活用形に志向形を加えた。五段の活用形には、ウを接続し、「書こう」、

上一段、下一段の活用形にはヨウを接続し、「起きよう」、「寝よう」のように、力変、サ変

にば、ヨウを接続し、「きよう」「こよう」、「せよう」、「しよう」のように活用する。

力変、サ変の未然形は、否定のン、ナイが接続し、「きない」「こん」「こない」「しない」
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「せん」「せない」のように活用する。

上の表を見ると、他の沖縄方言に比べると、活用が統合していないことが見てとれる。上

一段活用と下一段活用は、五段活用と確固たる区別を残している。命令形は、「見ろ」のよ

うに用い、他の沖縄新方言のように「見れ」にはならないが、若い世代では、「見れ」に転

化しつつあり、新方言でも那覇から新語形が侵入しつつあることが被調査者の内省から分

かった。

新方言では、「～する」という様に、多くの動詞をサ変動詞を用いて造る。

イ）授受動詞

旧方言では、やり手からもらい手に物を渡す行為は、ｆｉ:zｌ（注３）を用いて表現している。

しかし、全国共通語では、話者とももらい手が同一のときは「くれる｣、同一でないときは

「やる」という語を用いる。新方言では、「やる」「くれる」という間係語の区別はなく、

「友達が私に本をやった」という使い方をする。「友達から本をもらった」という、貰い手

を中心にする言い方があり、「もらう」と「やる」のみが存在し、「くれる」はない。

ウ）移動動詞

旧方言では、聞き手の所へ話者が移動するとき、聞き手を中心に、kslsI（来る）を使う。

全国共通語では、話者を中心に「行く」を使う。新方言では、「行く」と「来る」は併用き

れている。しかし、ほとんどの人は全国共通語では「行く」を使うと意識している。

４．Ｂ，Ⅱ形容詞

旧方言では、形容詞は「語幹十<あり」とい

うように形成され、「あり」で活用している。

平山輝男氏等('o)によると、「赤い」は以下のよ

うに活用する。

赤〈（akakari）赤い（akaka'1）赤い～

（akakaT,aka:akann）

赤いので（akakariba,akakarba）赤ければ

（akakaclkaakakaraba）

赤かった（akakata,akakalta）

新方言では形容詞は以下のように活用する。

－１５８－

例

吉
向

、し

め
ず
ら
し
い

語
幹 た

力。

め
ず
ら
し

未
然 力ユ

ろ

力。

ろ

連
用 <力。

つ

〈力。

つ

終
止 し､ い

連
体 い い

仮
定

け
れ け

れ

Hosei University Repository



４．Ｂ，Ⅲ形容動詞

全国共通語では形容動詞があり、本来、旧方言には形容動詞は存在せず、現在どのような

形が用いられているか関心のあるところであるが、日常生活では、形容動詞は一般に用いず、

他の語彙で代用している。若い世代は、１日方言の形容詞がasakai（浅い）のように「<あ

る」から造語されることから、形容動詞を「きれいさい」（きれいだ）のように用いる。

４．ＢⅣ助動詞

ア）可能

旧方言には、沖縄の他の地域に存在する能力可能と状況可能の区別が以下のようにない。

旧方言では、五段動詞にｉをつけ、－段動詞、力変動詞にraiを付けて活用させる。

戸がきつくてどうしても開けられない（能力可能）

jadunusIpslnikaibaduno:Jimaiakirain

戸が壊れていて開けられない（状況可能）

jadunudujaburiuibaduakirain

分布からみると、宮古にもかつては区別が存在したことが予想されるが、下地氏はじめ、全

てのインフォーマントに区別が残っていず、「書ける」はｋａｋａｉｄｕｓｕまたはｋａｋｌｄｕｓｕで、

新方言においても、ともに「書ける」という。しかし、那覇からの影響で若い人々は、能力

可能と状況可能のどちらにも「書ききれる」というキレルを使い初めている。

イ）否定

旧方言では、

書かないkakan

のように、を付属させる。新方言では、動詞には「書かん」（書かない)、「起きん」（起きな

い）のように未然形にンを付け、形容詞には「高くない」のようにナイを付ける。動詞には

全国共通語のナイも使うが、親しい場面ではンの方が一般的で、旧方言の影響が残ったもの

であろう。

ウ）推量・伝聞

全国共通語では、同じ推量でも、伝聞、様態、想像のどれによって推量するかによって語

を区別している。旧方言では、どれについても

書くだろうｋａｋｐａｄｚｒ

のようにpadZIを付属させて用いる。新方言では、「行くはず」（行くだろう）、「高いはず」

（高いだろう)、「静かだＩまず」（静かだろう）、「鳥だはず」（鳥だろう）のように、ハズを動

詞、形容詞、形容動詞の終止形に、また名詞プラス断定の助動詞「だ」に付属させて用いる。

注意すべきは全国共通語の当然、義務、予定の「はず」と異なり、主観的推量を表す。伝聞

による推量「～らしい｣、「～だそうだ｣、様態による推量「～のようだ｣、「～そうだ｣、想像

－１５９－
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による推量「～だろう」にでも、ハズを用いる。

エ）意志・勧誘

全国共通語では、五段活用動詞には「う」、その他には「よう」を付属させるが、旧方言

では、

書こうｋａｋａ起きようｕｋｉしようｓｕ：来ようｋｕ：

よのように、五段活用にはａ、上一段、下一段動詞にはｉ、サ変動詞、力変動詞にはｕを

付属させる。新方言でも、五段動詞の志向形にウ、その他にはヨウを付属させて、「書こう」、

「起きよう」、「寝よう」、「しよう」、「きよう」、「こよう」のように用いる。

オ）義務・当然

旧方言では、義務を表すのに、

行かなければならないikIkumata

というようにkumataまたはgumataが使われ、新方言では、「行くべき」というようにベキ、

もしくは、「行かんとならん」のように、ントナランと使う。

力）願望

全国共通語では、「～たい」と助動詞で形容詞活用を行うが、｜日方言では、

書きたいkakltasa

とｔａｓａが形容詞活用を行う。新方言でも、「書きたい」とタイを使う。

キ）アスペクト

全国共通語では継続態と結果態の区別がないが、旧方言では以下のように区別がある。

「雨が降っている｡」は、furju：

「雨が降っていた｡」は、fuiria

で、継続態はｕをつけ、結果態はａを付けて区別する。

結果態は、雨が降って道が濡れているのを見て、雨が降っていた状態が結果として残って

いる時に用いる。新方言でも、継続態はフッテイル、結果態はフッテアルのように、孫が先

に起きる」を用いる。テイルとテアルで区別を示す。男`性語として、テイルはテオルも使わ

れている。単に継続動詞だけでなく、「死ぬ」という瞬間動詞でも、死んでいるのを発見し

た驚きを表し、「死んである」を使っている

ク）過去

全国共通語では、動詞の連用形に夕を付ける。旧方言では、

行ったiksltaf うけたukital

のように、語幹にtal付ける。新方言でも「行った」のようにタを用いる。

ケ）受身

全国共通語では動詞の未然形に「れる｣、「られる」を付けて表現する。旧方言でも可能の

助詞と同じで、五段動詞にｉをつけ、－段動詞、力変動詞にraiを付けて活用させる。新方
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言でも動詞の未然形にレル、ラレルを付けて表現するが、述惑の受身は存在しない。「孫に

先に起きられる」は単純に「孫が先に起きる」を用いる。

．）使役

全国共通語では、五段、ナ変動詞の未然形に「せる」を付けて、その他の活用の動詞には

「させる」を付けて表現する。旧方言では、

書かせるkakasI受けさせるukismiI

のように、五段動詞にはｓ１，－段動詞にはslmiIを付ける。新方言では、四段動詞には動詞

の未然形にスを付けて表現する。上一段、下一段、力変には、サスをつけ、サ変は「ざす」

を用いる。

また、使役の「す」を用いて、他動詞を造る。本来、他動詞が独立して存在する動詞にも、

使役の「す」を用い、「開ける」の代わりに「開かす」と使う。また、旧方言では「教える」

という語は、「習わせる」（nara:sI）という表現を用い、新方言でも、「習す」と、使役の

「す」を用いている。

４．ＢＶ助詞

ア）格助詞の省略

新方言では、主格を表す「が」（花が咲いた｣、到着点を表す「に」（東京に行く）、目的を

表す「を」（酒を飲む）は、省略されることが多い。全国共通語でも、「に」以外は省略され

ることがあるが、旧方言では省略されるのが普通である。

イ）係助詞の「が」「は」

注目すべきは、強調のガとハの使用である。旧方言では、係助詞の。ｕが存在し、

御酒を飲むsakju:ｄｕｎｕｍ

ｓａｋｉ（酒）＋ｕ（を）＋ｄｕ

というように、対比、強調の意味で使われる。しかし、全国共通語では、ゾが存在せず、新
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方言では、最も対応する（またはガで代用する。例えば、

ビールを飲まずに、酒を飲もう。

'よ、

ビールを飲まずに、酒をば飲もう。

というように用いる。また、「ここlこがある」というように、「ここに」を強調して用いる。

ウ）移動手段の「から」

全国共通語では、移動手段は「船で行った」というように「で」で表すが寸新方言では

「船から行った」というように用いる。旧方言では、

船で行ったのunikaraduifutai（karaduはkaradu）

というように用い、「東京から来た」もｔｏ:kjo:kamdukisltaiと使う。起点を表す「から」

と意味分野が近く、語形が＿致するためにこのように用いる。上記の本永守靖氏(20)の調査

によれば、本島においてもよく使われる誤用である。

エ）仮定条件の接続助詞

「ぱ」と「なら」と「たら」について、全国共通語では、田中章夫氏('3)によれば、「たら

の方は、前件が成立するか否かに表現の主眼がある言い方であり、からの方は、どちらかと

いうと前件が成立した場合の結果に表現の中心がある」のように、「ぱ」と「なら」と「た

ら」は置き換え可能な用法もあるが、全ての場合に置き換えられるわけではない。旧方言で

は、

雨が降ったらaminufuzltJika：

と使い、tJika:tiga:のみで、（、ナラ、タラの区別がない。新方言では、全部が同じ様に用

いられ、「もっと早く起きるならよかった」というように、タラ、（を用いる時にも、ナラ

を用いている。

オ）禁止の助動詞

旧方言においては、

書くなkakfna

のように、終止形に、ａが、全国共通語と同じく終止形に接続している。新方言でも、ナを

用いる。

力）疑問の終助詞

旧方言においても、

誰かtakka

と、全国共通語と同言の終止形、体言に接続し、新方言においても、「誰か」のように、力

を用いる。

キ）終助詞の「わけ」

全国共通語の「どこへ行くの」の終助詞の「の」のように、「どこへ行くわけ」とワケが
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若い世代で、特に女`性に使われている。被験者の内省によると最近になって広がりだした言

い方で、那覇からの流行語としての移入と思われる。

ク）終助詞の「べき」

旧方言では、義務を表すのに、

行かなければならないikIkumata

というようにkumataまたはgumataが使われ、これらは、意義が広く、「どこへ行くの」と

いうと「の」にも使われており、新方言でも、kumataまたはgumataの直訳の「べき」を当

てはめ、「どこへ行くべき」と使われている。この用法は、上のワケが若い世代に使われて

いるのに対し、主に、老年層に使われている。

ケ）付加疑問の格助詞「さいが」

旧方言では、「～じゃないか」というときに、saigaが使われ、新方言でも、「きれいさい

が」（きれいじゃないか）というように、サイガが使われる。

．）終助詞

他の終助詞に、強調をして「僕行くさ」のようにサ、聞き手に同意を求めて「僕行くよ」

のようにヨ、聞き手に質問して「あんた行〈ね」というようにネがある。

５．石垣島石垣

石垣島石垣は先島の中の八重山群の中心地で、市役所、税関等があり政治の中心であるだ

けでなく、漁業協同組合、農業協同組合等もあり商業の中心地でもあり、八重山で唯一高等

学校のある都市で教育の中心地でもある。交通の面でも、空の便では空港、海の便では先島

航路の寄港が有り、八重山諸島の中心地となっている。石垣旧方言は、先島方言の中の八重

山方言の一分派であると考えられている。

調査は、1988年３月、比屋根勇（明治44年生まれ）本名光（明治44年生まれ）宮良永壮

（大正13年生まれ）の各氏に御協力頂いた。比屋根勇、本名光両氏の新方言を中心に記述す

る。

５．Ａ石垣島石垣市の言語生活

まず、石垣島石垣の共通語化に関する言語生活を概観すると、共通語教育は、明治14年、

石垣最初の小学校、石垣南小学校の開設によって始まったと思われる。現在では、八重山群

の離島で過疎化が起こり、まず身近の中心地石垣市に人口が集中しつつある。つまり、離島

には義務教育以上の教育施設がなく、学童は高等教育を受けるために石垣市に来る。また、

親たちも、子供達に教育を与えるには現金収入が必要で、離島にいては生活に必要な食料は

自足できるが現金収入の道がなく、親も一緒に石垣市に来るという生活形態が一般化してい

る。このため、離島の１日方言同士では、意志疎通に問題が生じるため、共通語化が進んでい
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る。しかし、石垣市においても、使われる共通語は、全国共通語とは異なり、石垣新方言が

使われている。

５．Ｂ石垣新方言の文法

５．ＢＩ動詞

ア）活用

石垣旧方言の動詞の活用は、平山輝男氏('o)によると、以下のようになる。以下、旧方言

の記述には平山輝男氏(10)と宮良当壮氏(9)を参考にする。

未然連用終止連体仮定命令志向

五段書くkaka kaklkaku kakukakukka：kakikaka

kakun

一段起きるukuukiukinukiukikka：ukiriuku

ukiraukirunukira

見るｍｊｕｍｉ：ｍｉ:ｎｍｉ：ｍｉ:irikka：mju：

サ変するｓａｓｌｓｌｎｓｌｓＩ:kka：ｓｉ：ｓａ：

力変来るｋｕ ｋＩ： ｋｌｎ ｋｉｎｋｌ:kka： ｋｕ ｋｕ：

一段活用の「起きる」が、ｕｋｉｎとukirunの二つの活用形が現れ、ラ行五段ｲﾋの道を進ん

でいるのが分かる。

新方言では、五段、上一段、下一段、力変、サ変の以下の五つの活用形に分けてみると、

以下のようになる。

従来の学校文法の活用形に志向形を加えた。五段、上一段、下一段の活用形には、ウを接

続し、「書こう｣、「起きろう」、「寝ろう」のように、力変、サ変には、ヨウを接続し、「きよ

う｣、「こよう｣、「せよう」、「しよう」のように活用する。

力変、サ変の未然形は、否定のン、ナイが接続し、「こん」「こない」「しない」「せん」の

ように活用する。

この表を見ると、活用が統合していることが見てとれる。上一段活用と下一段活用がラ行

五段化の傾向を示し、五段活用に統合しつつある。上一段活用の「見る」を例にとれば、未

然形は否定のンを付けて「見らん｣、連用形は「見て｣、終止形は「見る｣、連体形は「見る

時｣、仮定形は「見れば｣、命令形は「見れ｣、志向形は「見ろう」のように、ラ行五段化が

進行している。連用形が「見りて」になれば、完全に五段化してしまう。しかし、旧方言に

おいてもｍｉ:でラ行化していない。力変、サ変が一段化の傾向を示す。力変は、未然形「こ

ん｣、仮定形「くれば｣、志向形「きよう」、サ変は、未然形「せん｣、仮定形「せば｣、命令

形「せ｣、志向形「せよう」となる。
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音便形が未発達な語彙もあり、「書きた」（書いた)、「打ちた」（打った）「おわりた」（終

わった)、語彙により、「思った」「おもおた｣、「笑った」「わるおた」のように、促音便、擬

音便が併用されている。

イ）授受動詞

旧方言では、

私が友達に本をやった。banduduJitiJumutJibaida

友達が私に本をくれた。duJidubantiJumutJibaida

（｡ｕは係助詞、ｔｉは格助詞二、ｂａは格助詞ヲ）

というように、やり手からもらい手に物を渡す行為は、ｈｉｒｕを用いて表現している。しか

し、全国共通語では、話者ともらい手が同一のときは「くれる｣、同一でないときは「やる」

という語を用いる。新方言では、ともに「くれる」を使う。「友達に本をくれた」（友達に本

をやった）という使い方をする。

ウ）移動動詞

１日方言では、聞き手の所へ話者が移動するとき、聞き手を中心に、ｋｕｎ（来る）を使う。

全国共通語では、話者を中心に「行く」を使う。新方言では、「行く」と「来る」は併用さ

れている。しかし、ほとんどの人は全国共通語では「行く」を使うと意識している。
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５．日Ⅱ形容詞

旧方言では、形容詞は「語幹十さあり」というように形成され、

平山輝男氏等('0)によると、「高い」は以下のように活用する。

語幹未然連用終止連体条件

tahas．‐a:rａ‐a：‐aｎ‐aru‐aruka：

新方言では形容詞は以下のように活用する。

｢あり」で活用している。

過去

-a:ｄａ

接続

-ari

全国共通語のように未然形の「高かろう」、「めずらしかろう」が存在せず、新方言では後

で述べるように推量は「はず」を付け、「高いはず｣、「めずらしいはず」と言い、「かろ」は

欠落している。旧方言の影響で、「高くある｣、「高くあるなら｣、「めずらしくある｣、「めず

らしくあるなら」という使い方が残っている。

５．Ｂ，Ⅲ形容動詞

全国共通語では形容動詞があり、本来、旧方言には形容動詞は存在せず、現在どのような

形が用いられているか関心のあるところであるが、日常生活では、形容動詞は一般に用いず、

他の語彙で代用している。しいて、「静かだ」と「きれいだ」を聞いたが、「静かだはず」

（静かなはず)、「きれいだ」は「きれ〈ある」（きれいである）「きれ〈なる」（きれいにな

る)、「きれいだなら」（きれいなら）と形容詞と混同し、形容動詞は品詞として充分独立し
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ていない。

５．ＢⅣ助動詞

旧方言には、能力可能と状況可能の区別が以下のように存在する。

（うちの子供は大きいので、一人で服を）着ることができる。kisibuJin

（この服は小さいが、まだ）着ることができる。kisarin

新方言においても、着ることができるは、能力可能は「きりきれる」で、助動詞としてはキ

レル、状況可能は「きれる」で、レルを使って区別を保っている。キレルという語について

は、全国共通語の「～し尽くす」（明日までには読みきれる）という意味の「きれる」から

の借用か、当時九州からの移民が多く、九州方言からの借用か二つの可能性が考えられる。

しかし、九州方言では、キルで能力可能を表す地域はあるが、キレルはない。また、レルで

状況可能を表す地域もない。そうすると、キレルは全国共通語からの借用と考えた方が良さ

そうである。共通語化の進行していくなかで、本来の方言での区別は保とうとする姿に、新

方言に残る本来の方言の影響の強さを感じさせる。

イ）否定

」日方言では、

書かないkakanu

のように、ｕを付属させる。新方言では、「書かん」（書かない)、「食べん」（食べない）の

ようにンを付ける。全国共通語のナイも使うが、親しい場面ではンの方が一般的で、旧方言

の影響が残ったものであろう。

ウ）推量・伝聞

全国共通語では、同じ推量でも、伝聞、様態、想像のどれによって推量するかによって語

を区別している。旧方言では、どれについても

書くだろうｋａｋｕｈａｚＩ

のようにhazIを付属させて用いる。新方言では、「行くはず」（行くだろう）、「高いはず」

（高いだろう)、「静かだはず」（静かだろう）、「鳥だはず」（鳥だろう）のように、ハズを動

詞、形容詞、形容動詞の終止形に、また名詞プラス断定の助動詞「だ」に付属させて用いる。

注意すべきは全国共通語の当然、義務、予定の「はず」と異なり、主観的推量を表す。伝聞

による推量「～らしい｣、「～だそうだ｣、様態による推量「～のようだ｣、「～そうだ｣、想像

による推量「～だろう」にでも、ハズを用いる。しかし、中・若年層は、伝聞には、「高

いって」のように形容詞の終止形に、「静かって」のように形容動詞の語幹に、「雨って」の

ように断定の助動詞「だ」を接続せずに名詞にそれぞれツテを接続して用いる。

エ）意志・勧誘

全国共通語では、五段活用動詞には「う」、その他には「よう」を付属させるが、旧方言
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では、

書こうｋａｋａ起きようukiraしようｓａａ来ようｋｕｕ

のように、五段活用、上一段、下一段動詞には、ａ、サ変動詞にはａ:、力変動詞にはｕ:を

付属させる。上一段、下一段動詞が五段動詞と統合しているために、接続が異なったもので

ある。新方言でも、五段、上一段、下一段の志向形にウ、サ変、力変には志向形にウ、また

はヨウを付属させて、「書こう」、「起きろう」、「寝ろう」、「しろう｣、「しよう」、「せよう」、

「きよう｣､「こよう」のように用いる。新方言語形の「起きろう」と全国共通語形の「起き

よう」を併用している。

オ）義務

「～なければならない」は、１日方言では、

書かなければならないkakana:ｋａ:naranu

というように、、a:ka:naranuを用いる。新方言では、「行かなければならない」は、「行かん

とならん」のように、ントナランと使う。

力）願望

全国共通語では、「～たい」と助動詞で形容詞活用を行うが、旧方言では、

書きたいkaklpfsa:、

とplsanが形容詞活用を行う。新方言では、動詞の連用形にタイを付けて用いる。しかし、

タイは形容詞に準じて、「行きたくする」（行きたがる）「行きたくある」「行きたくあった」

「行きたくあれば」のように用いる。

キ）アスベクト

全国共通語では継続態と結果態の区別がないが、１日方言では以下のように区別がある。

「雨が降っている｡」は、fuiuru

「雨が降っていた｡」は、fuiureru

となる。

結果態は、雨が降って道が濡れているのを見て、雨が降っていた状態が結果として残って

いる時に用いる。新方言でも、継続態はフッテイル、結果態はフッテアルのように、テイル

とテアルで区別を示す。単に継続動詞だけでなく、「死ぬ」という瞬間動詞でも、死んでい

るのを発見した驚きを表し、「死んである」を使っている。しかし、主に世代によって旧方

言の中でもこの区別はなくなりつつあり、１日方言で結果態を持たないものは、新方言でもテ

アルを持たない。本永守靖氏('1)によると、沖縄本島では過去に第三者の行為を見て、その

事実を報告するのに「読みよった」（読んでいた）のようにヨッタと用いるらしいが、石垣

新方言では「読みよった」のヨッタと「読んであった」のテアルの二つを同意で使う。おそ

らく、ヨッタは沖縄本島から伝わったものであろう。

ク）過去
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全国共通語では、動詞の連用形に「た」を付ける。旧方言では、

書いたkakitta起きたuketta

のように、語幹にitta．ｅ：tta・ida・itａを付ける。新方言でも「行った」のように夕を用い

る。「書きた」（書いた)、「打ちた」（打った)、「終わりた」（終った）のように、新方言で用

いるのは、旧方言と全国共通語の過去形接続の違いがあり旧方言の影響である。

ケ）受身

全国共通語では動詞の未然形に「れる｣、「られる」を付けて表現する。旧方言でもｒｉｎ・

rirun・rarin・rarirunを用いるが、他動詞にのみ受身形は用いられ、自動詞の受身、いわゆ

る迷惑の受身は存在しない。例えば、「孫に先に起きられる」等は、表現上存在せず、

孫が先に起きたmaduJitariuke:tta

と言う。新方言でも動詞の未然形にレル、ラレルを付けて表現するが、迷惑の受身は存在し

ない。単純に「孫が先に起きる」を用いる。

．）使役

全国共通語では、五段、ナ変動詞の未然形に「せる」を付けて、その他の活用の動詞には

「させる」を付けて表現する。旧方言では、

書かせるkakaJimin起きぎせるukuJimin

のようにＪｉｎ・Jimiru・Jimirunを付け、五段と上一段、下一段の区別がない。動詞の活用の

統合化によって、全国共通語と接続が異なる。新方言では、サ変以外は動詞の未然形にスを

付けて表現する。「起きる｣、「来る」は、サスを併用している。

ここでも、上一段、下一段活用はラスとなり、ラ行五段化している。

５．ＢＶ助詞

ア）格助詞の省略

新方言では、主格を表す「が」（花が咲いた)、到着点を表す「に」（東京に行く）、目的格
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種類 例 使役

五段 行く

書く

いかす

かかす

上一段 起きる

見る

おきらすおきさす

みらす

下一段 寝る

開ける

ねらす

あけらす

サ変 する させる

力変 来る こらすこきす
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を表す「を」（酒を飲む）は、省略されることが多い。全国共通語でも、「に」以外は省略さ

れることがあるが、旧方言では省略されるのが普通である。

イ）係助詞の「が」

注目すべきは、強調のガの使用である。旧方言では、係助詞の。ｕが存在し、

御酒を飲むｇｕ:Ｊｉｄｕｎｕｍｉ

というように、対比、強調の意味で使われる。しかし、全国共通語では、ゾが存在せず、新

方言では、最も対応するガで代用する。例えば、

ビールは飲まないが、酒は飲む。

'よ、

ビールは飲まないが、酒が飲む。

というように用いる。これは、「酒ぞ飲む」から「酒が飲む」というように用いられたもの

である。また、「ここにがあろ」というように、「ここに」を強調し用いる。

ウ）移動手段の「から」

全国共通語では、移動手段は「船で来た」というように「で」で表すが、新方言では「船

から来た」というように用いる。旧方言では、

船で来たのuniradukita（raduはｋａｒａｄｕ）

というように用い、「東京から来た」もｔｏ:kjo:radukitaと使う。起点を表す「から」と意味

分野が近く、語形が一致するためにこのように用いる。

エ）仮定条件の接続助詞

「ぱ」と「なら」について、全国共通語では、仁田義雄氏(２１)によれば、「なら」の方は、

「前件として仮定された事柄が後件の条件」になっており、「たら」の方は、「既成立・未成

立の前件が、きっかけや理由などとして、後件成立の条件」になっていることを示し、「ぱ」

と「なら」と「たら」は置き換え可能な用法もあるが、全ての場合に置き換えられるわけで

はない。旧方言では、

起きればukikka：

と使い、五段動詞にはukka:、一段動詞にはikkaをつけるのみで、「ぱ」「なら｣、「たら」の

区別がない。新方言では、全部が同じ様に用いられ、「もっと早く起きるならよかった」と

いうように、タラ、（を用いる時にも、ナラを用いている。

オ）禁止の終助詞

旧方言においては、

書くなkakina

のように、ｉｎａが接続し、終止形に接続していないように見えるが、平山輝男氏他('０)によ

れば、音韻変化を起こしただけで、全国共通語と同じく終止形に接続している。新方言でも

ナを用いる。
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力）疑問の終助詞

旧方言においても、

誰かtakka

と、全国共通語と同様に用言の終止形、体言に接続し、新方言においても、「誰か」のよう

に、力を用いる。

キ）終助詞の「わけ」

若い世代の、特に女性の間で、全国共通語の「どこに行くの」の終助詞の「の」のように、

「どこに行くわけ」というようにワケが終助詞として使われている。

ク）終助詞

終助詞として、ヨ、サ、ネが多く使われている。サは、「僕が行くさ」のように、強調の

意味を持ち、ネは、「君が行くね」の様に、相手に同意を求めるときに用いられる。

６．まとめ

新方言について述べてきたが、新方言は、あくまで旧方言の構造をそのまま残し、全国共

通語や他方言の語彙で写し換えたに過ぎない。全国共通語と旧方言の構造的な対照から見る

と、旧方言の文法的構造は新方言にそのまま変化なく残っている。アスベクト、可能表現、

係助詞に見られるように、全国共通語になく旧方言にだけある区別も新方言で受け継いでい

る様子、推量の助動詞の未分化に見られるように、全国共通語にはあるが旧方言にはない区

別は新方言でも区別されていない様子に、いくら全国共通語が進入しても旧方言が根強く生

き続けているのが理解できる。新方言を見ると、動詞の統合、授受動詞「やる」の欠落、移

動動詞「来る」の使用、能力可能と状況可能の区別、否定の「ん｣、推量・伝聞の統合、継

続態と結果態の区別、自動詞の受身の欠如、格助詞の省略、移動手段の「から｣、仮定条件

の接続助詞等、西日本の方言、特に九州との類似性に気が付く。これは、沖縄旧方言が日本

方言の一つとして西日本につながっている基層であって、それらの方言の影響を受け新方言

に変化したものではないと思われる。もし、九州方言から文法構造を移入したとすると、以

下の点に疑問が残る。古層を残しているといわれる九州方言の下二段活用が新方言では存在

しない。九州方言では結果態は「ておる」によって表し「てある」を使わない。推量・伝聞

が九州方言では「ごたる」で表される。九州方言からの借用も、文法体系を取り入れたもの

ではなく、たまたま九州からの人々との交流が多く、たんに語彙を借用したものであると思

われる。同じ混交言語である、ピジン語においても語彙の取り替えは容易に行われている。

しかし、九州方言の影響は今後の研究点として残されている。

沖縄の共通語化の過程を考えると、最初は、沖縄旧方言が母語であり、新方言は、旧方言

からの干渉程度により話者によって異なる雑多な集積体であった事が想像される。この調査

の対象である次の世代では、旧方言と新方言の対等二言語話者になり、調査に対する返答が
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統一しており、新方言も言語としての体系的姿を整ている。現在の若年層は旧方言を理解せ

ず新方言を母語として話している。共通語化と言っても、旧方言を滅ぼして全国共通語が

取って変わったのではなく、新方言はあくまで、旧方言の基層の上に成立している。ちょう

ど、沖縄特有の瓦ぶきの家に、新しく共通語というペンキを塗って様変わりはしたが、あく

までも建物の骨組みは沖縄の方言であるという風である。しかし、最近ではく更に共通語化

し、旧方言の骨組みも揺らぎつつある。昔は、井戸を掘って生活用水を得ていたのが、水道

の普及により建物の内部構造にも変化が興り、さらには、鉄筋コンクリートの建物が赤瓦屋

根の家屋に取って変わりつつあるように、骨組みまで旧方言の影響が消えてしまうのかもし

れない。この新方言が沖縄において生き続けるかどうかは、言語そのものの性格というより、

沖縄の言語生活という社会的側面に懸かっていると思われる。パイリンガリスムという形で、

公式場面では共通語、私的場面では新方言という使い分けを保てるのか、また、新方言も共

通語化の流れの中に死滅するのかは、日本全国の方言と同じ運命をたどると思われる。

今回の調査では、文法項目にしぼり新方言の記述を行ったが、次ぎには、新方言の変化の

様子を世代年齢別に、また、音韻、語彙の面からも調査していきたいと思っている。また、

言語変化からの興味のみでなく、沖縄の国語教育の資料にも役立つと思われる。

最後になったが、この調査に飽きずに協力して下さった被調査者の皆様に、また、この論

文の掲載にご助力下さった中本正智先生に感謝致します。

注

１．鹿児島では、なまりの残っている共通語を、「カライモ共通語」と言っているのに対し、

奄美では、唐芋（薩摩芋）の事をトンといい、「トン共通語」という言葉が一般化した。

２．奄美方言においては、無声破裂音［k］［t］［p］に、喉頭化・非喉頭化の音韻的区別が

存在し、非喉頭化音には無印、喉頭化音には［?］を付け、区別する。

３．②Iは強い摩擦喋音を伴うＩであり、以下それに従う。
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